
令和５年度貝塚市下水道事業会計予算書



人

千円

千円

下水道事業収益

管 路 改 良 費 事 業 費 59,000

　　第 ２ 項 営 業 外 収 益 1,158,968 千円

－　１　－

千円

ポ ン プ 場 建 設 改 良 費 事 業 費

管 路 建 設 費 事 業 費 1,608,010 千円

277,000

（３） 一 日 平 均 有 収 水 量 17,690

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１） 汚 水 整 備 済 人 口 57,500

（２） 年 間 有 収 水 量 6,457,000

議 案 第 26 号

令和５ 年度 貝塚 市下 水道 事業 会計 予算

　（総　　則）

第１条 令和５年度貝塚市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

（４） 主要な建設改良事業

流域下水道建設負担金 事 業 費 48,230

第３条

　（収益的収入及び支出）

千円

千円

収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　収　　　　　　　　　　　　入

　第 １ 款 2,476,771

　　第 １ 項 営 業 収 益 1,317,803



下水道事業費用

資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 953,656千円は、

及び当年度分損益勘定留保資金823,338千円で補てんするものとする）。

　支　　　　　　　　　　　　出

　第 １ 款 資 本 的 支 出 3,409,348

企 業 債 償 還 金 1,415,358 千円

千円

　　第 ３ 項

建 設 改 良 費

　　第 ２ 項 固定資産購入費 1,750 千円

千円

　　第 １ 項 1,992,240

　　第 ５ 項 負 担 金 等 47,230 千円

　　第 ３ 項 他 会 計 補 助 金 52,890 千円

　　第 ４ 項

千円

　　第 ２ 項 他 会 計 出 資 金 118,422 千円

国 庫 補 助 金

　第 １ 款 資 本 的 収 入 2,455,692 千円

722,750 千円

　　第 １ 項 企 業 債 1,514,400

　　第 ２ 項 営 業 外 費 用 246,306 千円

　　第 ３ 項 特 別 損 失

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額90,142千円、減債積立金15,176千円、過年度分損益勘定留保資金25,000千円

第４条

　収　　　　　　　　　　　　入

　第 １ 款 2,471,158

千円

　（資本的収入及び支出）

　支　　　　　　　　　　　　出

2,223,852

1,000 千円

－　２　－

千円

　　第 １ 項 営 業 費 用



千円

千円

千円

千円

堤 処 理 分 区
汚 水 管 布 設 工 事 第 ３ 工 区

令和５年度から令和６年度まで

令和５年度から令和９年度まで

155,000

地 蔵 堂 堤 第 ３ 処 理 分 区
汚 水 管 布 設 工 事 第 ５ 工 区

令和５年度から令和６年度まで 44,000

限　　度　　額

貝 塚 市 水 洗 便 所 改 造 資 金
融 資 あ っ せ ん に 伴 う 損 失 補 償
（ 令 和 ５ 年 度 分 ）

令和５年度から令和６年度まで

令和５年度から令和６年度まで 24,000

債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事　　　　　　項

王 子 窪 田 処 理 分 区
汚 水 管 布 設 工 事 第 36 工 区 27,000

期　　　　　　間

三 昧 川 雨 水 ポ ン プ 場
自 家 発 電 施 設 設 計 業 務 委 託

　（債務負担行為）

第５条

－　３　－

回収不能元金及びその延滞利息



起債の方法
千円

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第３条における第１款下水道事業費用の各項の予算額に過不足を生じた場合

第４条における第１款資本的支出の各項の予算額に過不足を生じた場合

償 還 の 方 法起 債 の 目 的 限 度 額

48,000

 ときは、これに従うことができる。

流域下水道事業

（２）

第８条

 間を短縮し、又は繰上げ償還若しくは低利債に

（１）

 び地方公共団体金融機構

証書借入

 で借り入れる政府資金及

合　　　計

370,000資本費平準化債

第７条

 資金について、利率見直し

　（一時借入金）

1,514,400

証券発行  ただし、財政の都合により償還期限及び据置期

 40年以内（うち据置５年以内） 年賦又は半年賦・

又は1,096,400    （ただし、利率見直し方式

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

－　４　－

 を行った後においては、当

 該見直し後の利率）

一時借入金の限度額は、　1,700,000千円と定める。

　（企業債）

 借換えることができる。借入先に融通条件がある

 年6.5％以内

利率

公共下水道事業

第６条

 元利均等又は元金均等若しくは満期一括償還。



184,141 千円

　　　　酒　　　井　　　　了

第９条　　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

貝 塚 市 長

職 員 給 与 費

　流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

 (他会計からの補助金)

第10条 一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、500,990千円である。

－　５　－

（１）

　令和５年２月15日提出



－　６　－



令和５年度貝塚市下水道事業会計予算説明書



　収　　　　　　入

款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円

１．

下 水 道 事 業 収 益 2,476,771

(1)

営 業 収 益 1,317,803

１．

下 水 道 使 用 料 963,925 下 水 道 使 用 料 963,925 有収水量 6,457,000 ㎥

２.

雨 水 処 理 負 担 金 353,375 雨 水 処 理 負 担 金 353,375

３．

そ の 他 営 業 収 益 503 手 数 料 503

(2)

営 業 外 収 益 1,158,968

１．

他 会 計 補 助 金 448,100 他 会 計 補 助 金 448,100 一 般 会 計 補 助 金

２．

長 期 前 受 金 戻 入 709,413 長 期 前 受 金 戻 入 709,413 受 贈 財 産 評 価 額 208,690

他 会 計 補 助 金 91,120

令和５年度貝塚市下水道事業会計予算実施計画　

千円

　収益的収入及び支出

備 考

雨水処理に要する一般会計負担金

指定業者指定手数料等

－ ７ －



款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円

国 庫 補 助 金 361,165

府 補 助 金 7,772

受 益 者 負 担 金 27,820

工 事 負 担 金 12,846

３．

雑 収 益 1,455 そ の 他 雑 収 益 1,455 行政財産目的外使用料等

備 考

千円

－ ８ －



　支　　　　　　出

款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円

１．

下 水 道 事 業 費 用 2,471,158

(1)

営 業 費 用 2,223,852

１．

管 渠 費 56,332 給 料 7,866 ２人分

手 当 等 4,366 地 域 手 当 518

扶 養 手 当 318

期 末 手 当 1,400

勤 勉 手 当 1,197

通 勤 手 当 74

管 理 職 手 当 444

時 間 外 勤 務 手 当 175

児 童 手 当 240

賞 与 等 引 当 金 1,373 賞 与 1,135

繰 入 額 法 定 福 利 費 238

法 定 福 利 費 2,909 共済組合補給金・災害補償補給金

備 消 耗 品 費 300 機械設備消耗機材費等

材 料 費 200 汚 水 桝 等

光 熱 水 費 2,500 電 気 使 用 料

備 考

千円

－ ９ －



款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円

燃 料 費 65 軽 油 等

修 繕 費 3,000 マンホールポンプ等

通 信 運 搬 費 500 電 話 回 線 使 用 料等

手 数 料 20 破傷風ワクチン接種

委 託 料 19,193 下水道台帳整備業務 8,000

5,913

4,417

水 門 点 検 業 務 委託 310

下水道台帳システム保守業務 553

賃 借 料 440 ガ ス 検 知 器 等

工 事 請 負 費 13,600 汚水施設改修工事等 9,300

雨水施設改修工事等 4,300

２．

ポ ン プ 場 費 109,303 給 料 7,728 ２人分

手 当 等 3,884 地 域 手 当 493

扶 養 手 当 480

期 末 手 当 1,337

勤 勉 手 当 1,114

通 勤 手 当 51

時 間 外 勤 務 手 当 289

－ １０ －

備 考

千円

汚水施設維持管理業務等

汚水施設汚泥浚渫業務等



千円 千円

児 童 手 当 120

賞 与 等 引 当 金 1,328 賞 与 1,098

繰 入 額 法 定 福 利 費 230

法 定 福 利 費 2,849 共済組合補給金・災害補償補給金

備 消 耗 品 費 1,200 機械設備消耗機材費等

光 熱 水 費 10,150 電 気 使 用 料 等

燃 料 費 924 重 油

修 繕 費 3,000 電 気 ・ 機 械 設 備 等

通 信 運 搬 費 180 電 話 回 線 使 用 料等

手 数 料 8 浄 化 槽 定 期 点 検

委 託 料 73,569 雨水ポンプ場維持管理業務等 71,325

雨水ポンプ場汚泥浚渫業務等 1,551

下水道設備台帳システム保守 693

賃 借 料 18 三昧川雨水ポンプ場土地借上料

工 事 請 負 費 4,400

保 険 料 65 建 物 保 険 料

千円

雨水ポンプ場改修工事

－ １１－



款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円

３．

普 及 指 導 費 14,994 給 料 5,535 ２人分

手 当 等 3,638 地 域 手 当 352

扶 養 手 当 318

期 末 手 当 831

勤 勉 手 当 698

通 勤 手 当 158

住 居 手 当 672

時 間 外 勤 務 手 当 294

児 童 手 当 315

賞 与 等 引 当 金 905 賞 与 748

繰 入 額 法 定 福 利 費 157

法 定 福 利 費 1,985 共済組合補給金・災害補償補給金

備 消 耗 品 費 133 水 質 試 験 紙 等

委 託 料 2,788 水 質 分 析 業 務 2,700

マンホールカード作成業務委託 88

賃 借 料 1 説 明 会 会 場 借 上

助 成 金 9 水洗便所改造資金融資あっせん利子

４．

業 務 費 64,939 給 料 6,295 ２人分

－ １２ －

備 考

千円



千円 千円

手 当 等 3,135 地 域 手 当 385

扶 養 手 当 120

期 末 手 当 1,163

勤 勉 手 当 1,006

通 勤 手 当 24

時 間 外 勤 務 手 当 392
児 童 手 当 45

賞 与 等 引 当 金 1,034 賞 与 854

繰 入 額 法 定 福 利 費 180

法 定 福 利 費 2,059 共済組合補給金・災害補償補給金

通 信 運 搬 費 180 郵 便 料 金

手 数 料 1 調 査 手 数 料

委 託 料 47,219 下 水 道 使 用 料 徴収 46,676

543

賃 借 料 179

報 償 費 4,837 下水道事業受益者負担金前納報奨金

５．

総 係 費 37,663 給 料 11,719 ３人分

手 当 等 6,727 地 域 手 当 770

扶 養 手 当 438

千円

受益者負担金システム保守等

受益者負担金システム

－ １３ －



款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円

期 末 手 当 1,843

勤 勉 手 当 1,601

通 勤 手 当 290

住 居 手 当 336

管 理 職 手 当 672

時 間 外 勤 務 手 当 537

児 童 手 当 240

賞 与 等 引 当 金 2,049 賞 与 1,693

繰 入 額 法 定 福 利 費 356

法 定 福 利 費 4,128 共済組合補給金・災害補償補給金

退 職 給 付 費 7,214 退職給付引当金繰入

厚 生 費 465 健 康 診 断 料 225

厚 生 会 補 助 金 240

旅 費 40 普 通 旅 費

備 消 耗 品 費 20 文 具 ・ 消 耗 器 材 費

修 繕 費 261 自 動 車 等 修 繕 費

手 数 料 66

委 託 料 1,454 会計システム保守等 519

公営企業会計支援業務等 935

備 考

千円

－ １４ －

インターネットバンキング手数料



千円 千円

賃 借 料 214 パ ソ コ ン

負 担 金 2,609 南大阪湾岸流域下水道事業連絡協議会 30

日 本 下 水 道 協 会 197

府 下 水 道 協 会 17

20

研 修 会 等 165

庁舎維持管理費負担金等 1,836

人事管理システム負担金 344

保 険 料 249 自 動 車 保 険 料 146

103

公 課 費 48 自 動 車 重 量 税

貸 倒 引 当 金 400

繰 入 額

６．

流 域 下 水 道 434,457 流 域 下 水 道 434,457 流域下水道維持管理費（北部） 20,132

維 持 管 理 負 担 金 維 持 管 理 負 担 金 流域下水道維持管理費（中部） 414,325

７．

減 価 償 却 費 1,505,254 建 物 減 価 償 却 費 15,801

構 築 物 1,286,473

減 価 償 却 費

機 械 及 び 装 置 57,786

減 価 償 却 費

府下水道事業促進協議会

千円

施設等賠償責任保険料

－ １５－



款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円

車 両 運 搬 具 31

減 価 償 却 費

工 具 器 具 及 び 419

備 品 減 価 償 却 費

施 設 利 用 権 144,744 流 域 下 水 道 施 設

減 価 償 却 費

８．

資 産 減 耗 費 910 固 定 資 産 除 却 費 910

(2)

営 業 外 費 用 246,306

１．

支 払 利 息 及 び 226,203 企 業 債 利 息 224,540

一 時 借 入 金 利 息 1,663

２．

消 費 税 及 び 20,000 消 費 税 及 び 20,000

地 方 消 費 税 地 方 消 費 税

３．

雑 支 出 103 雑 支 出 103

(3)

特 別 損 失 1,000

１．

過 年 度 損 益 1,000 過 年 度 損 益 1,000

修 正 損 修 正 損

企 業 債 取 扱 諸 費

－ １６－

備 考

千円



　収　　　　　　入

款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円

１．

資 本 的 収 入 2,455,692

(1)

企 業 債 1,514,400

１．

建 設 改 良 債 1,514,400 下 水 道 建 設 債 1,144,400 公 共 下 水 道 事 業債 1,096,400

流 域 下 水 道 事 業債 48,000

資 本 費 平 準 化 債 370,000

(2)

他 会 計 出 資 金 118,422

１．

他 会 計 出 資 金 118,422 他 会 計 出 資 金 118,422 一 般 会 計 出 資 金

(3)

他 会 計 補 助 金 52,890

１．

他 会 計 補 助 金 52,890 他 会 計 補 助 金 52,890 一 般 会 計 補 助 金

資本的収入及び支出

備 考

千円

－１７－



款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円

(4)

国 庫 補 助 金 722,750

１．

国 庫 補 助 金 722,750 国 庫 補 助 金 722,750

(5)

負 担 金 等 47,230

１．

受 益 者 負 担 金 47,230 受 益 者 負 担 金 47,230

社会資本整備総合交付金等

－１８－

備 考

千円



　支　　　　　　出

款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円

１．

資 本 的 支 出 3,409,348

(1)

建 設 改 良 費 1,992,240

１．

管 路 建 設 費 1,608,010 給 料 44,103 　13人分

手 当 等 26,130 地 域 手 当 2,835

扶 養 手 当 2,112

期 末 手 当 7,674

勤 勉 手 当 6,336

通 勤 手 当 624

住 居 手 当 1,542

管 理 職 手 当 1,020

時 間 外 勤 務 手 当 3,012

児 童 手 当 975

賞 与 等 引 当 金 7,500 賞 与 6,198

繰 入 額 法 定 福 利 費 1,302

報 酬 1,545

法 定 福 利 費 16,137 共済組合補給金・災害補償補給金 15,939

雇 用 保 険 料 18

厚 生 年 金 180

会計年度任用職員　1人分

備 考

千円

－１９－



款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円 千円

旅 費 50 普 通 旅 費

備 消 耗 品 費 1,275 文具 ・消耗器材費 1,174
パソコン用ソフト購入 101

燃 料 費 495 ガ ソ リ ン

印 刷 製 本 費 200 図 面 等

修 繕 費 221 自 動 車 等 修 繕 費

手 数 料 42 測 量 機 器 点 検 等

委 託 料 102,790 橋本処理分区設計業務委託その7等 95,000

王子地蔵堂排水区基本設計業務委託 7,000

積算システム保守等 790

使 用 料 42 道路駐車場使用料

賃 借 料 8,480 積 算 シ ス テ ム 等 1,480

土 地 借 上 料 7,000

工 事 請 負 費 1,049,000 509,000

脇浜第一排水区管渠築造工事第1工区 540,000

補 償 金 350,000

備 考

－２０－

水道・ガス等移設補償

地蔵堂堤第3処理分区汚水管布設工事第5工区等



千円 千円 千円

２．

管 路 改 良 費 59,000 委 託 料 45,000

工 事 請 負 費 14,000 清名台人孔改修工事

３．

ポンプ場建設改良費 277,000 手 数 料 2,000

委 託 料 221,000

工 事 請 負 費 54,000 二色の浜雨水ポンプ場煙突修繕工事等

４．

流 域 下 水 道 48,230 流 域 下 水 道 48,230 1,674

建 設 負 担 金 建 設 負 担 金 流域下水道建設費（中部） 46,556

(2)

固 定 資 産 購 入 費 1,750

１．

有形固定資産購入費 1,750 車 両 運 搬 具 1,750 公 用 車 購 入 費

(3)

企 業 債 償 還 金 1,415,358

１．

建設改良債償還金 1,414,368 下 水 道 建 設 債 1,169,014

償 還 金

資 本 費 平 準 化 債 242,243

償 還 金

管渠点検調査委託

流域下水道建設費（北部）

津田雨水ポンプ場クラウド監視システム

津田雨水ポンプ場建設工事委託等

－２１－



款 項 目 予 定 額 節 金 額

千円 千円 千円

公 営 企 業 会 計 3,111

適 用 債 償 還 金

２．

そ の 他 企 業 債 990 災害復旧債償還金 990

償 還 金

－２２－

備 考



１.　　総　　　　　　括

特 別 職 一 般 職 報 酬 給 料 手 当 等 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(     0 )

24

(     0)

24

(    0)

0

地 域 扶 養 時 間 外 期 末 勤 勉 特 殊 勤 務 通 勤 住 居 管 理 職 退 職 児 童

区 分 手 当 手 当 勤 務 手 当 手 当 手 当 手 当 手 当 手 当 手 当 給 付 費 手 当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本 年 度 5,353 3,786 4,699 20,653 17,273 0 1,221 2,550 2,136 7,214 1,935

前 年 度 5,281 3,942 4,699 19,969 16,136 0 1,721 1,662 2,040 7,082 2,940

比 較 72 △ 156 0 684 1,137 0 △ 500 888 96 132 △ 1,005

なお、令和５年度において、６月支給の期末・勤勉手当として17,595千円を支給するため、賞与等引当金9,184千円を使用する。

区 分

185,19265,472

184,141

2,616比 較

83,246本 年 度

※（　　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

給　　　　与　　　　費

法定福利費 合 計

1,521 82,002前 年 度 148,9950

66,820

－２３－

32,530151,611

△ 3,6671,348 △ 1,0510 24 1,244

36,197

手 当 等

の 内 訳

給　与　費　明　細　書

職 員 数

0 1,545



給 料 1,244

人 20 人

人 22 人

人 0 人

手 当 等 1,348

783 千円

千円

千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　 退職者
人　前年度予算積算時からの採用者　

人

0

0

人

前年度

6,500円×24人×３月

制 度 改 正 に 伴 う 783 　勤勉手当率の改定による増減

20本年度

増減

0

人

（現に在職する職員数）

　平均昇給額

　職員の人事異動等による増減

増 減 額
増　減　事　由　別　内　訳 備 考

昇 給 に 伴 う 増 加 分

　平均改定額 　平均改定率 0.91%

区 分

（千円） （千円）

２．給料及び手当等の増減額の明細

（計）(その他）

説 明

379

そ の 他 の 増 減 分

　職員の人事異動等による増減

2,207円×15人×12月

132

給与改定に伴う増減分 397

そ の 他 の 増 減 分

565

増  減  分

468

－２４－

4
人

　退職給付費の増減

433

　　　１人月平均

　　　１人月平均
2.26%

6

22

　採用・退職の状況等

　平均昇給率

0



３．給料及び手当等の状況

（１）職員１人当たり給与

平 均 給 料 月 額 （円） 284,886

令和５年１月１日現在 平 均 給 与 月 額 （円） 340,596

平 均 年 齢 （歳） 38

平 均 給 料 月 額 （円） 274,889

令和４年１月１日現在 平 均 給 与 月 額 （円） 322,949

平 均 年 齢 （歳） 38

（２）初　　任　　給

高 校 卒 158,900

大 学 卒

－２５－

191,700191,700

（円） 　　行　　　 政　　　 職　（円） 　　技　　　 能　　　 職　（円）

技 能 職

一 般 会 計 の 制 度

行 政 職 技 能 職区 分

行 政 職

（円）

区 分

164,100 158,900164,100



（３）級別職員数

(　    　 )　　　　

(　    　 )　　　　

(    　1 )　 　　 

4

(　    　 )　　　　

(　    　 )　　　　

(　    　 )　　　　

(　    　 )　　　　

(　    　 )　　　　

(    　1 )　 　　 
19.0

14.3

33.4

14.3

100.0

9.5

3

3

9.52

7

(　100.0 )　　　　　

(　       )　　　　　
25.0

35.0

(　100.0 )　　　　　

(　    　 )　　　　　

　※（　　）内は、再任用短時間勤務職員数（外書き）

(　    　 )　　　　

(　    　 )　　　　

(　    　 )　　　　

(　    　 )　　　　　

(　    　 )　　　　　
10.02

3

5

7

(    　   )　 　　 

2

(　    　 )　　　　　

100.0

2

(     　  )　 　　 
20

(　    　 )　　　　　

(　    　 )　　　　

計

７ 級

８ 級

21

(　    　 )　　　　　

(　    　 )　　　　　

５ 級

４ 級

３ 級

１ 級

２ 級

(　    　 )　　　　　

(　    　 )　　　　　

－２６－

(　    　 )　　　　

(　    　 )　　　　 (　    　 )　　　　　

令和４年１月１日現在

６ 級

10.0

15.0

(　    　 )　　　　　(　    　 )　　　　

(　    　 )　　　　　

技 能 職

構　　　成　　　比　（％）

行 政 職

職　　　員　　　数　（人） 構　　　成　　　比　（％） 職　　　員　　　数　（人）
区 分 級

令和５年１月１日現在

１ 級

２ 級

３ 級

４ 級

５ 級

６ 級

７ 級

計

８ 級 1 5.0

(　    　 )　　　　　

(　    　 )　　　　　

(　    　 )　　　　　



１　　級

部 長
参 与

　　　（Ａ）

　　　（Ｂ）

　　　（Ａ）

　　　（Ｂ）

　　　　－２７－

３　　級

課 長
参 事

２　　級

理 事

区　　分

令和５年１月１日現在
課 員

６　　級

副 主 査
副 主 任

５　　級

主 査
主 任

４　　級

課 長 補 佐
主 幹

20

90.9

20

90.9

1

22

1

95

合 計

19

1

本

年

度

前

年

度

（人）

比 率

職　　　　員　　　　数

昇 給 に 係 る 職 員 数 （人）

号 給 数 別 内 訳

１ 号 給

２ 号 給

４ 号 給 以 上

比 率

職　　　　員　　　　数

２ 号 給

（人）

（人）

16

1717

95

（人）

３ 号 給

（％）

（人）

（％）

（人）

19

1

（人）

16

（人）

3（人）

1

（４）　昇給

技 能 職

（人）

（人）

区 分

７　　級

行 政 職

20 20

22

３ 号 給

（級別の基準となる職務）

1

3

１ 号 給

８　　級

課 員

　　（Ｂ）／（Ａ）

　　（Ｂ）／（Ａ）

昇 給 に 係 る 職 員 数

４ 号 給 以 上

号 給 数 別 内 訳



　－２８－

- - -

（５）　特 殊 勤 務 手 当　（令和５年１月１日現在）

区 分 全 職 種 行 政 職 技 能 職

支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り
（円）

支 給 対 象 職 員 の 比 率 (％)

給 料 総 額 に 対 す る 比 率 (％)

平 均 支 給 月 額

代 表 的 な 特 殊 勤 務 手 当 の 名 称 -

（６）期末手当・勤勉手当

区 分

支 給 期 別 支 給 率
支 給 率 計 職制上の段階、職務の

備 考

　６　　月　　（月分） １２　月　　（月分） （月分） 級等による加算措置

本 年 度
（　１．１５　） （　１．１５　） （　２．３　）

有
２．２ ２．２ ４．４

前 年 度
（　１．１２５　） （　１．１２５　） （　２．２５　）

有
２．１５ ２．１５ ４．３

一 般 会 計 の 制 度
（　１．１５　） （　１．１５　） （　２．３　）

有
２．２ ２．２ ４．４

　　※（　　）内は再任用職員の支給率

- - -

- - -



（７）　定年退職及び応募認定退職に係る退職手当  （令和５年１月１日現在）

25年勤続の者 そ の 他 の 加 算

（月分） 措 置 等

（８）　その他の手当  （令和５年１月１日現在）

35年勤続の者

同 じ同 じ

区 分 備 考

支 給 率 等

一般会計の制度（支給率等）

応 募 認 定
退 職

定 年 退 職

（月分）

同 上

地　　　　域　　　　手　　　　当

同 上

同 じ

通　　　　勤　　　　手　　　　当

住　　　　居　　　　手　　　　当

一 般 会 計 の 制 度 と の 異 同

同　　　　　　　　　じ

同　　　　　　　　　じ

同　　　　　　　　　じ

区 分

－２９－

退 職 特 例 措 置

扶　　　　養　　　　手　　　　当

20年勤続の者

（月分）

２４．５８６８７５ ４７．７０９

最  高  限  度

同 上

３３．２７０７５

（月分）

同 じ

応じた調整額を加算

定 年 前 早 期

在職時の役職等に

応じた調整額を加算

同　　　　　　　　　じ

差　　　　異　　　　の　　　　内　　　　容

４７．７０９

同 上

同 じ

在職時の役職等に

（2％～20％）加算



千円 千円

0

0

0

0 限度額と同じ

限度額と同じ

限度額と同じ

回収不能元金
及び

その延滞利息

回収不能元金
及び

その延滞利息

回収不能元金
及び

その延滞利息
限度額と同じ～

令和８年度

令和５年度

令和４年度

～

～

令和４年度

貝塚市 水洗便所改造資金
融資あっせんに伴う損失補償
（ 令 和 元 年 度 分 ）

令和元年度

貝塚市 水洗便所改造資金
融資あっせんに伴う損失補償
（ 令 和 ２ 年 度 分 ）

令和５年度 限度額と同じ

令和２年度 令和５年度

令和６年度

～

貝塚市 水洗便所改造資金
融資あっせんに伴う損失補償
（ 令 和 ３ 年 度 分 ）

令和３年度 令和５年度回収不能元金
及び

その延滞利息

貝塚市 水洗便所改造資金
融資あっせんに伴う損失補償
（ 令 和 ４ 年 度 分 ）

令和４年度

令和７年度令和４年度

～ 限度額と同じ

限度額と同じ～

千円 千円 千円

期 間

当 該 年 度 以 降 の前 年 度 末 ま で の

支払義務発生（見込）額 支 払 義 務 発 生 予 定 額

金 額 期 間 金 額 国庫補助金 企業債

－３０－

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調　書

事 項 限 度 額

千円

左 の 財 源 内 訳

その他

限度額と同じ



千円 千円

41,000 0 41,000 195 38,600 2,205

76,000 0 76,000 22,120 50,000 3,880

39,000 0 39,000 6,445 30,600 1,955

81,000 0 81,000 20,210 56,600 4,190
森 三 ツ 松 処 理 分 区
汚水管 布設工事第16工区

令和４年度 令和５年度

堤 処 理 分 区
汚 水 管 布 設 工 事 第 １ 工 区

令和４年度 令和５年度

千円 千円 千円 千円

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫補助金 企業債 その他

事 項 限 度 額

前 年 度 末 ま で の 当 該 年 度 以 降 の
左 の 財 源 内 訳

支払義務発生（見込）額 支 払 義 務 発 生 予 定 額

令和４年度 令和５年度
王 子 窪 田 処 理 分 区
汚水管 布設工事第34工区

－３１－

令和５年度
王 子 窪 田 処 理 分 区
汚水管 布設工事第32工区

令和４年度



千円 千円

1,146,000 0 1,146,000 448,750 697,200 50

402,000 0 402,000 160,000 242,000

27,000 27,000 7,885 17,600 1,515

令和５年度
～

令和６年度

令和６年度

期 間 金 額

限度額と同じ 限度額と同じ
貝塚市 水洗便所改造資金
融資あっせんに伴う損失補償
（ 令 和 ５ 年 度 分 ）

令和５年度
～

津 田 雨 水 ポ ン プ 場 外
設 備 改 修 工 事 委 託

令和９年度

回収不能元金
及び

その延滞利息

令和５年度

千円

企業債 その他

－３２－

期 間

脇 浜 第 一 排 水 区
管 渠 築 造 工 事 第 １ 工 区

令和５年度

金 額

令和４年度

千円

王 子 窪 田 処 理 分 区
汚水管 布設工事第36工区

令和４年度

～

千円 千円

国庫補助金

事 項 限 度 額

前 年 度 末 ま で の 当 該 年 度 以 降 の
左 の 財 源 内 訳

支払義務発生（見込）額 支 払 義 務 発 生 予 定 額



千円 千円

44,000 44,000 17,160 24,500 2,340

155,000 155,000 61,725 85,400 7,875

24,000 24,000 8,500 15,500

－３３－

その他

支 払 義 務 発 生 予 定 額

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫補助金 企業債

事 項 限 度 額

前 年 度 末 ま で の 当 該 年 度 以 降 の
左 の 財 源 内 訳

支払義務発生（見込）額

千円

三 昧 川 雨 水 ポ ン プ 場
自家発電施設設計業務委託

令和５年度

令和６年度

～

千円

令和５年度
～地 蔵 堂 堤 第 ３ 処 理 分 区

汚 水 管 布 設 工 事 第 ５ 工 区

千円 千円

令和６年度

堤 処 理 分 区
汚 水 管 布 設 工 事 第 ３ 工 区

～

令和６年度

令和５年度



（単位：千円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当 年 度 純 利 益 △ 18,962

減 価 償 却 費 1,505,254

固 定 資 産 除 却 費 910

退 職 給 付 引 当 金 の 増 減 額 7,214

賞 与 等 引 当 金 の 増 減 額 439

長 期 前 受 金 戻 入 額 △ 709,413

支 払 利 息 226,203

未 収 金 の 増 減 額 △ 21,532

未 払 金 の 増 減 額 6,764

小 計 996,877

利 息 の 支 払 額 △ 226,203

業 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 770,674

　　 － ３４ －

令和５年度貝塚市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

（令和５年４月１日～令和６年３月31日）



２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △ 1,697,823

無 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △ 43,845

国 庫 補 助 金 等 に よ る 収 入 722,750

工 事 負 担 金 等 に よ る 収 入 47,230

一 般 会 計 か ら の 繰 入 金 に よ る 収 入 52,890

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △ 918,798

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建 設 改 良 企 業 債 に よ る 収 入 1,514,400

建 設 改 良 企 業 債 の 償 還 に よ る 支 出 △ 1,414,368

そ の 他 企 業 債 の 償 還 に よ る 支 出 △ 990

一 般 会 計 か ら の 出 資 に よ る 収 入 118,422

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 217,464

資金増減額 69,340

資金期首残高 321,338

資金期末残高 390,678

　　 － ３５－



１．

２．

(8) 資 産 減 耗 費 5,607 2,045,918

営 業 利 益 △ 858,579

(6) 流 域 下 水 道 維 持 管 理 負 担 金 351,009

(7) 減 価 償 却 費 1,463,989

(4) 業 務 費 52,585

(5) 総 係 費 28,900

(2) ポ ン プ 場 費 82,898

(3) 普 及 指 導 費 13,605

(3) そ の 他 営 業 収 益 282

　　 － ３６ －

令 和 ４ 年 度 貝 塚 市 下 水 道 事 業 予 定 損 益 計 算 書 （ 前 年 度 分 ）

(令和４年４月１日～令和５年３月31日)  

千円 千円 千円

1,187,339

営 業 費 用

(1) 管 渠 費 47,325

営 業 収 益

(1) 下 水 道 使 用 料 863,245

(2) 雨 水 処 理 負 担 金 323,812



当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 127,030

　　 － ３７ －

909 △ 909

当 年 度 純 利 益 15,176

前 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 111,854

６． 特 別 損 失

(1) 過 年 度 損 益 修 正 損 909

経 常 利 益 16,085

５． 特 別 利 益

(1) 過 年 度 損 益 修 正 益 0 0

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 230,381

(2) 雑 支 出 12,472 242,853 874,664

1,117,517

４． 営 業 外 費 用

(3) 雑 収 益 22,162

(1) 他 会 計 補 助 金 403,873

(2) 長 期 前 受 金 戻 入 691,482

千円 千円 千円

３． 営 業 外 収 益



１．

ア

イ 826,306

67,796

ウ 45,012,727

5,001,712

エ 746,331

252,648

オ 1,157

1,069

カ 3,225

2,134減 価 償 却 累 計 額 1,091

減 価 償 却 累 計 額 493,683

車 両 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額 88

工 具 器 具 及 び 備 品

減 価 償 却 累 計 額 758,510

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額 40,011,015

機 械 及 び 装 置

固 定 資 産

(1) 有 形 固 定 資 産

土 地 1,145,191

建 物

　　 － ３８ －

令 和 ４ 年 度 貝 塚 市 下 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表 （ 前 年 度 分 ）

（ 令和５年３月31 日）

資 産 の 部

千円 千円 千円 千円



キ

ア

２．

　　 － ３９ －

流 動 資 産 合 計 522,597

資 産 合 計 46,317,198

貸 倒 引 当 金 400 163,089

(3) 前 払 金 38,170

(2) 未 収 金 163,489

固 定 資 産 合 計 45,794,601

流 動 資 産

(1) 現 金 預 金 321,338

施 設 利 用 権 2,763,996

無 形 固 定 資 産 合 計 2,763,996

建 設 仮 勘 定 621,027

有 形 固 定 資 産 合 計 43,030,605

(2) 無 形 固 定 資 産



ア

イ

ア

ア

イ

(2) 未 払 金 424,607

建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

1,414,366

そ の 他 企 業 債 989

企 業 債 合 計 1,415,355

固 定 負 債 合 計 19,422,246

４． 流 動 負 債

(1) 企 業 債

退 職 給 付 引 当 金 16,624

引 当 金 合 計 16,624

そ の 他 企 業 債 2,156

企 業 債 合 計 19,405,622

(2) 引 当 金

３． 固 定 負 債

(1) 企 業 債

建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

19,403,466

　　 － ４０ －

負 債 の 部

千円 千円 千円 千円



ア

ア 6,389,400

818,344

イ 3,029,973

370,415

ウ 13,052,301

1,398,156

エ 227,493

33,501

オ 1,031,684

107,501

カ 455,460

65,860

負 債 合 計 42,689,492

　　 － ４１ －

21,392,534

繰 延 収 益 合 計 21,392,534

収 益 化 累 計 額 924,183

工 事 負 担 金

収 益 化 累 計 額 389,600

長 期 前 受 金 合 計

収 益 化 累 計 額 11,654,145

府 補 助 金

収 益 化 累 計 額 193,992

受 益 者 負 担 金

収 益 化 累 計 額 5,571,056

他 会 計 補 助 金

収 益 化 累 計 額 2,659,558

国 庫 補 助 金

1,874,712

５． 繰 延 収 益

(1) 長 期 前 受 金

受 贈 財 産 評 価 額

引 当 金 合 計 13,750

(4) そ の 他 流 動 負 債 21,000

流 動 負 債 合 計

賞 与 等 引 当 金 13,750

(3) 引 当 金



ア

イ

ウ

ア

利益剰余金合計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

127,030

876,284

3,627,706

46,317,198

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 127,030

資 本 剰 余 金 合 計 749,254

(2) 利 益 剰 余 金

国 庫 補 助 金 450,033

(1) 資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額 244,737

他 会 計 補 助 金 54,484

資 本 金 合 計 2,751,422

７． 剰 余 金

６． 資 本 金

(1) 資 本 金 2,751,422

　　 － ４２ －

資 本 の 部

千円 千円 千円 千円



１．

ア

イ 826,306

83,597

ウ 46,079,163

6,288,185

エ 1,175,105

310,434

オ 2,748

1,100

カ 3,225

2,553

固 定 資 産

(1) 有 形 固 定 資 産

土 地 1,145,191

建 物

令 和 ５ 年 度 貝 塚 市 下 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表 （ 当 年 度 分 ）

（ 令和６年３月31 日）

資 産 の 部

千円 千円 千円 千円

減 価 償 却 累 計 額 864,671

車 両 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額 1,648

工 具 器 具 及 び 備 品

減 価 償 却 累 計 額 742,709

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額 39,790,978

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額 672

　　 － ４３ －



キ

ア

２．

(2) 無 形 固 定 資 産

　　 － ４４ －

施 設 利 用 権 2,663,097

無 形 固 定 資 産 合 計 2,663,097

建 設 仮 勘 定 979,667

有 形 固 定 資 産 合 計 43,525,536

固 定 資 産 合 計 46,188,633

流 動 資 産

(1) 現 金 預 金 390,678

貸 倒 引 当 金 400 184,621

(3) 前 払 金 38,170

(2) 未 収 金 185,021

流 動 資 産 合 計 613,469

資 産 合 計 46,802,102



ア

イ

ア

ア

イ

(2) 引 当 金

３． 固 定 負 債

(1) 企 業 債

建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

19,527,040

負 債 の 部

千円 千円 千円 千円

退 職 給 付 引 当 金 23,838

引 当 金 合 計 23,838

そ の 他 企 業 債 1,166

企 業 債 合 計 19,528,206

建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

1,390,823

そ の 他 企 業 債 990

企 業 債 合 計 1,391,813

固 定 負 債 合 計 19,552,044

４． 流 動 負 債

(1) 企 業 債

(2) 未 払 金 593,551

　　 － ４５ －



ア

ア 6,421,488

1,027,034

イ 3,076,359

461,535

ウ 13,749,272

1,759,321

エ 226,938

41,273

オ 1,076,928

135,321

カ 454,544

78,706

賞 与 等 引 当 金 14,189

　　 － ４６ －

(3) 引 当 金

2,020,553

５． 繰 延 収 益

(1) 長 期 前 受 金

受 贈 財 産 評 価 額

引 当 金 合 計 14,189

(4) そ の 他 流 動 負 債 21,000

流 動 負 債 合 計

収 益 化 累 計 額 11,989,951

府 補 助 金

収 益 化 累 計 額 185,665

受 益 者 負 担 金

収 益 化 累 計 額 5,394,454

他 会 計 補 助 金

収 益 化 累 計 額 2,614,824

国 庫 補 助 金

21,502,339

繰 延 収 益 合 計 21,502,339

収 益 化 累 計 額 941,607

工 事 負 担 金

収 益 化 累 計 額 375,838

長 期 前 受 金 合 計

負 債 合 計 43,074,936



ア

イ

ウ

ア

利益剰余金合計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

資 本 の 部

千円 千円 千円 千円

2,869,844

７． 剰 余 金

６． 資 本 金

(1) 資 本 金 2,869,844

(1) 資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額 244,737

他 会 計 補 助 金 54,484

資 本 金 合 計

資 本 剰 余 金 合 計 749,254

(2) 利 益 剰 余 金

国 庫 補 助 金 450,033

108,068

857,322

3,727,166

46,802,102

　　 － ４７ －

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 108,068



－ ４８ － 

注  記  表 

 

Ⅰ．重要な会計方針 

１  固定資産の減価償却の方法 

（１） 有形固定資産 

 ・減価償却の方法  定額法 

 ・主な耐用年数 

        建物    8年～50年 

        構築物  10年～50年 

        機械及び装置   6年～30年 

        車両運搬具   3年～ 5年 

工具器具及び備品       5年～ 6年 

   （２） 無形固定資産 

       ・減価償却の方法  定額法 

       ・主な耐用年数 

       施設利用権              45年 

 ２  引当金の計上方法 

（１） 退職給付引当金 

職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末下水道事業在籍職員に係る退職手当の期末要支給額に相当する金額（市長部局との「下水道

事業職員にかかる退職手当に関する協定書」に基づき、下水道事業会計が負担すると見込まれる額）を計上している。 

（２） 賞与等引当金 

職員の期末・勤勉手当及び法定福利費の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額（12月から３月 

までの４か月分）を計上している。 

 



 

 

－ ４９ － 

（３） 貸倒引当金 

     債権の不納欠損に備えるため、貸倒実績率等による回収不能見込額を計上している。 

３  消費税及び地方消費税の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 

Ⅱ．予定貸借対照表等関連 

企業債の償還に係る他会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債（当年度の末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む。）のうち、一般会計が負担すると見込ま

れる額は、令和４年度末においては 8,728,867千円であり、令和５年度末においては 8,701,334千円である。 

  

Ⅲ．リース契約により使用する固定資産 

１  リース会計に係る特例措置 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。 

２  賃貸借処理を行っている所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当額 

令和４年度末   １年内       1,678千円          令和５年度末    １年内      1,815千円 

１年超        2,877千円                      １年超      2,007千円 

計         4,555千円                      計        3,822千円 

 

Ⅳ．その他 

 引当金の取り崩し 

（１） 退職給付引当金の取り崩し 

退職手当として支給するため、令和４年度において、退職給付引当金 550千円を取り崩す予定である。 

 

 



－ ５０ － 

（２） 賞与等引当金の取り崩し 

令和４年度において、６月支給の期末・勤勉手当及び法定福利費として 14,822千円を支給するため、賞与等引当金 10,545千円を取り崩している。 

令和５年度において、６月支給の期末・勤勉手当及び法定福利費として 21,193千円を支給するため、賞与等引当金 13,750千円を取り崩す予定で

ある。 

      

（３） 貸倒引当金の取り崩し 

債権の不納欠損のため、令和４年度において、貸倒引当金 519千円を取り崩し、令和５年度において、貸倒引当金 400千円を取り崩す予定であ

る。 


